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質量保存を仮定し、透過率=0.5を燃料の輪郭として評価

目的
・ D2燃料を用いた高速点火実験の実施
成果
・ターゲット製造装置を製作し、
冷却温度として18.7 K(重水素の三重点) を達成

・ 製造したD2燃料をターゲットチャンバーに設置
・ 多段衝撃波を用いたD2燃料の圧縮実験の実施
手法
・輻射による熱侵入の効果を考慮し、
シールドと高純度銅線を用いた冷却系を設計

・圧縮D2燃料の圧縮率を軟X線シャドウグラフィ計測で評価
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重水素ガス封入時 液体充填時界面観測時
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